
リユーザブル回路のリークや誤接続のインシデント

レポートに対し、ディスポ回路の導入を行った。

１０種類以上あった回路も特殊な呼吸器を除き回路の

統一化がされた。
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【背景と目的】

【取り組み】

【結果】

医療機器の安全な操作と管理
当院における人工呼吸器の安全管理

（行動目標5b）

　人工呼吸器指示書とチェック表　 　　　　　　　　　　機器名：　　
　設定指示書　　　　 　 　　　　　　　　　　　　　　　 　患者氏名：　　　　　　　　　　　　様

日付

時刻

設定を記入して下さい。 ＊アラームの設定は気道内圧、換気量などの上限・下限設定を確認し○印を記入してください。

医師設定時サイン

換気モード

酸素濃度（FiO2）

一回換気量ｍｌ

設定吸気圧cmH2O

PEEP（呼気終末圧）

吸気時間sec

呼気時間sec

呼吸回数/分

圧支持換気圧（PSV）

*アラームの設定
備考

　使用中チェック表
日付

時刻（深・日・準）

指示設定の確認

気道内圧計の動き

コンセントの無停電接続

加湿器・ワッサ－の水量

加温加湿器の電源・温度

回路接続の確認

回路内結露排水

アラームランプのリセット

用手換気器具の確認

吸引器具の確認

回路交換実施日
備考

看護師チェック時サイン

ＳＭＩ技士チェック時サイン

／ ／ ／／ ／ ／ ／

／／／ ／／／／

人工呼吸器に関して安全な使用できる事を目的
として2007年よりインシデントレポートを基に、
さまざまな取り組みを行ってきた。

取り扱い説明書やエラー発生時の対応マニュアルは
すぐ見ることができるよう人工呼吸器に装備した。
使用後点検は、マニュアルを基に項目に沿って点検を
行う事で統一した点検業務が実施でき、質の向上に
つながった。

チェック表を元に看護師が毎日各勤務に一回チェック
を行い、臨床工学技士も平日一回チェックを行うと共
に夜間・休日はオンコール体制にてトラブルに対応
している。

人工呼吸器使用時には一般病棟でも心電図モニターや
パルスオキシメータ、カプノメータなど必ず何かの
生体情報モニターで監視するように院内でルールを
作り、実施している。

滅菌蒸留水補充後の回路の戻し忘れや、補充忘れに
よる加温加湿器の空だきに対し、自動給水システム
を内蔵した加温加湿器用チャンバへの変更や
閉鎖式吸引回路の導入も行った。

バイトブロックの一部ディスポ化を行った。

院内LANを利用し、院内に人工呼吸器の空き情報
を開示することで、効率的な運用が可能となり、
病院スタッフが人工呼吸器を探し回る事が無く
なった。

人工呼吸器の勉強会は定期的に行い、
新しい人工呼吸器導入時には関係部署に対し
勉強会を実施、使用方法やトラブル対応などの
周知徹底を行っている。

現在はコスト面の問題もあり機種の統一化ができず、
さまざまな種類の人工呼吸器が混在している。
今後は各診療科と検討を行い機種統一を進めていきたい。
また新たな医療事故防止対策としてウォータートラップ
のないデュアルヒート回路、EVAQUAの導入を検討
している。

水蒸気

EVAQUA 従来の回路

結露冷たい壁

水蒸気

人工呼吸器点検表

【呼吸回路のディスポ化】

【マニュアルの作成】

【指示書兼チェック表】

【教育】

【生態情報モニターの装着】

【感染対策】

【新しいデバイス】

【運用】

インシデントレポートに対応した改善策を取り、
デバイスや運用方法を変更する事で、人工呼吸器に
関するインシデントレポートの数が減少したと考え
られる。

【考察】

指示書兼チェック表

人工呼吸器とマニュアル

リユースシリコン回路 ディスポ回路

生態情報モニター

人工呼吸器勉強会

人工呼吸器空き情報

 Servo i（No.　　）　使用後・使用前点検

使用後点検とは、人工呼吸器本体や加温加湿器、ならびに付帯するものの外観点検を行い、手順書
に則り、不具合や破損等がないか確認し使用後チェックリストと合わせ、実施する。また、人工呼吸器
本体、加温加湿器の清掃、呼吸器回路の洗浄・消毒または滅菌については、添付文書や取扱説明書
にあるように、メーカーが推奨する方法にて行なう。さらに人工呼吸器の使用時間（積算時間）の確認
や定期点検時期の確認をする。

　　　　　　　　　　　点検日　　　　　年　　　　月　　　　日　　　点検者

返却部署

　準備 積算時間
評価

呼吸器回路の取りは ディスポーザブルのものは廃棄し、リューザブルのものは定められた
ずし 方法で消毒または滅菌を行なう。
加湿チャンバーの取り 廃棄する。
はずし

ファンフィルターなど各フィルターの汚れや期限を確認し除塵もしくは交換を
すること。

呼吸器本体と加温 電源スイッチが切ってあること、破損した個所がないこと。薬液や
加湿器の清掃・消毒 血液で汚染された個所があれば、清掃・消毒すること。
機種固有部品の扱い 取扱説明書に従い、新品との交換、あるいは消毒や滅菌を行う 合・否
加温加湿器の作動停 電源スイッチを切ってあること、破損した個所がないこと。
止 薬液や血液で汚染された個所があれば、清掃すること。
取扱説明書 人工呼吸器や加温加湿器、および付帯するものについての取扱い

説明書がいつでも見られる状態になっていること。

　駆動源
評価

電源プラグやコードに破損などがないこと。
電源スイッチを切った状態で、電源プラグをコンセントに差し込む、電源ス 合・否
イッチを入れたとき電源ブレーカ作動やヒューズ断線がないこと。

供給電源の警報の確 電源プラグをコンセントを差し込み、電源スイッチを入れその後、電源プラグ
認 を抜いた時、供給電源の警報が鳴ること。

空気および酸素の耐圧管に破損がないこと。
空気と酸素耐圧管を所定のガス供給源につないだ時、供給ガスの洩れが 合・否
ないこと。

　呼吸回路・加温加湿器
評価

清潔で破損などがない完全な呼吸回路セットを、取扱説明書に従って正しく
接続する.。小児回路は加湿器側接続回路に閉鎖キャップを取り付ける。

ガスリーク注意シール ウォータートラップにガスリーク注意シールを貼る

加温加湿器の準備と 取扱説明書に従い、加湿チャンバーのセットアップ、滅菌蒸留水の
確認 準備をする。
テスト肺の接続 清潔で破損などがないテスト肺を呼吸回路の患者接続部につなぐ 合・否
加温加湿器の動作確 加温加湿器の電源スイッチを入れて、温度表示が安定していること。
認 温度設定が適正であり、エラー表示が出ていないこと。

呼吸回路の接続確認　 合・否

合・否

供給ガスの確認

点検項目

合・否

内容

電源の確保

合・否

合・否

点検項目 内容

点検項目 内容

合・否

合・否

合・否

合・否

合・否

フィルター汚れの確認 合・否

加温加湿チャンバ 閉鎖式吸引システム
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人工呼吸器に関するインシデント件数

件数 38 19 17 12

2006年 2007年 2008年 2009年

インシデントの発生事例（４年間）
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回路

指示・設定

加温加湿器

電源

本体

その他

配管

現在

使用状況 場所 使用状況 場所 使用状況 場所 使用状況 場所 使用状況 場所
No.１ No.１ 　　 No.１ 　　 No.１

         空き ICU         使用中 救急外来                 空き SMI 使用中 １８病棟
No.２ No.３ No.２ No.２

         空き 救命ICU         空き SMI                  空き SMI 空き SMI
No.３

         空き SMI                  
No.４ No.6

        空き SMI 　                                                使用中 １５病棟 　                    

使用状況 場所 使用状況 場所 使用状況 場所                          使用状況 場所
No.１ No.１ No.１ 　　 No.１ 　　

        空き ICU          使用中 ICU          空き SMI 空き SMI
No.２ No.２ No.２ No.２

        使用中 ICU         使用中 ICU       空き 救命ICU 空き SMI
No.３ No.３ No.３

         使用中 ICU        空き ICU        空き 救命ICU
No.４ No.４

使用中 ICU         空き 熱傷センター

                                                  
使用状況 場所 使用状況 場所 使用状況 場所 使用状況 場所
No.１ No.１ No.１ No.１

空き NICCU 使用中 NICCU 使用中 １７病棟 空き NICCU

　                                

.

トリガー方式　フロー トリガー方式　圧/フロー  トリガー方式 なし トリガー方式　圧/フロー
患者対象　新生児  患者対象　新生児～小児  患者対象　新生児  患者対象　新生児～小児  
換気機能　PCV/HFO　 機能　PCV/HFO 換気機能　PCV 換気機能　PCV/VCV/HFO

新生児専用 新生児専用 新生児専用 新生児専用

SLE2000(ｴｽｴﾙｲｰ2000) SLE2000+(ｴｽｴﾙｲｰ2000+) BearCEM(ﾍﾞｱｰｹﾑ) SLE5000（ｴｽｴﾙｲｰ5000)
 トリガー方式　圧/フロー  トリガー方式　圧/フロー トリガー方式　圧/フロー トリガー方式　圧/フロー
患者対象　新生児～大人  患者対象　新生児～大人  患者対象　小児～大人  患者対象　小児～大人  
換気機能　VCV/PCV/PSV　 換気機能　VCV/PCV/PSV　 換気機能　VCV/PCV/PSV　 換気機能　VCV/PCV/PSV　

Servo300(ｻｰﾎﾞ300) Servo I(ｻｰﾎﾞｱｲ) Evita4(ｴﾋﾞﾀﾌｫｰ) e-360

患者対象　小児～大人  
 トリガー方式　圧/フロー  トリガー方式　圧 トリガー方式　圧 トリガー方式　圧/ﾌﾛｰ トリガー方式　ﾌﾛｰ
患者対象　小児～大人  患者対象　小児～大人  患者対象　大人  患者対象　大人  

HAMILTON-C2(ﾊﾐﾙﾄﾝ-C2)

換気機能　VCV/PCV/PSV　 換気機能　VCV/PCV/PSV　 換気機能　VCV/PCV　 換気機能　VCV/PCV/PSV　 換気機能　VCV/PCV/PSV　

Bear1000(ﾍﾞｱ-1000)        E-200     E-100 Bird8400(ﾊﾞｰﾄﾞ8400)

呼吸器空き情報　 注意：日時を確認して下さい 2010年11月22日 19時34分
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